
【研究課題名】 

 脊椎画像と疼痛に関する研究 

 

【研究の目的】 

 脊椎疾患における疼痛と脊柱アライメントの関係を明らかにするため。 

 

【研究の方法】 

過去に撮影された脊椎レントゲン・MRI 画像および診療記録（後ろ向き）と、 

今後、診療の一環として撮影される全脊椎 MRI・立位脊椎 X 線および疼痛に関する質問

票（前向き）を用いて研究を行います。 

 

【研究への参加を希望されない場合】  

この研究でご自身の診療情報が利用されることを望まれない場合は、整形外科受付まで 

お申し出ください。申し出があった場合は、その方の情報は研究対象から除外します。 


